
　このたび埼玉県立大学は、卒業生・修了生やご関係の皆
さまに向け、最新の本学の様子や出来事を紹介する広報紙
「つなぐ～県大の輪～」を創刊しました。
　言葉どおり、皆さまと本学とをつなぐ存在になれれば幸
いです。ぜひお手に取り、お楽しみください。
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外観 屋上ウッドデッキ

吹き抜けの構内

（1975～1999年・旧浦和市）

埼玉県立大学
シンボルマーク

1999

2006

2012

2022

保健医療福祉学部内に看護学科・理学療法学科・作業療法学科・社会福祉学科を置く、１学部４学科体制でスタートしました。同
時に、前身校である埼玉県立衛生短期大学を埼玉県立大学短期大学部に改称・同一敷地内に移転しています。周囲の田園風景
と調和する開放感のあるキャンパスは、グッドデザイン金賞を受賞しました。

埼玉県立大学 
開学

埼玉医科大学、城西大学、日本工業大学と本学の４大学共同プロジェクトで、それぞれ
の学生がともに実習を行うことで、専門職連携教育の質向上を図るものです。

彩の国連携力育成プロジェクト開始

「Saitama Prefectural Universi-
ty」の頭文字「SPU」を組み合わせた
デザインで、埼玉県民の鳥であるシラコ
バトを表現しています。

本学のイニシャル「Ｓ」を人と
人とが手を取り合う形で表
現したもので、「連携と統
合」を象徴しています。

全５学科の４年生がチームを組んで、病院や福祉施設等の利用者に最適なケアを検討
する、本学の専門職連携教育（IPE:Interprofessional Education）を象徴する演
習がスタートしました。

歌詞には、本学の特徴と基本理
念が織り込まれており、当時の
在学生が作詞しました。本学ＨＰ
でぜひ聞いてみてください。

健康開発学科を設置
（健康行動科学専攻・検査技術科学専攻
 ・口腔保健科学専攻の3専攻）

短期大学部を統合

IP演習スタート（現：IPW実習）

大学院保健医療福祉学研究科
修士課程（現：博士前期課程）を設置

公立大学法人化

シンボルマーク制定

社会福祉学科を社会福祉子ども学科へ改組
（社会福祉学専攻・福祉子ども学専攻の2専攻）

基本理念（陶冶・進取・創発）の制定

大学院保健医療福祉学研究科
博士後期課程を設置

大学歌制定

学章制定

広報紙
「つなぐ ～県大の輪～」
の創刊

埼玉県立大学 学章

2000年頃
2018年頃

本学の学園祭「清透祭」
の名前には医療福祉に
求められる清潔感や透
明性、正統性などが込め
られています。
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清透祭

授業風景も大きく変わりました。現在では、ノー
トPCやタブレットを持ち込んで講義を受けてい
ます。

実習・授業風景

色とりどりの袴が並ぶ賑やかさは、今も昔も変わりません。なんと昔は、
埼玉県マスコット「コバトン」が卒業のお祝いに来てくれていました。卒業式

2006
(H18)

2014

＼県大の前身校／

埼玉県立衛生短期大学

2008年 2019年

2000年

2011年

2019年

1999年(平成11年)に開学した埼玉県立大学は、教育理念「連携と統合」のもと、6,500名を超える
卒業生・修了生を輩出して参りました。その過程を懐かしい写真とともに、振り返ります。
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　これは、学生時代の一番心に残った先生の
言葉です。その言葉通りに3年間は基本的な歯
科衛生士業務を学べるクリニックに勤めまし
た。頼れる先輩方から基礎を多く学んでいる
中、審美歯科に興味を持ったことをきっかけに
ホワイトニングに特化したクリニックへ転職しま
した。そこでは、ホワイトニングだけではなく自
費診療につなげるための接遇についても学び
ました。現在は、今まで学んできたものを地元
に還元するため、市立の障害者歯科で勤務し
ています。
　現在の職場は公的な医療機関のため、計画
的な予算の使い方をします。耐用年数を踏まえ
た機器の入れ替え、来年の予算作成など、事務
的な業務も歯科衛生士の仕事です。それをこ

なすためには機器や材料の相場・欠品情報や
最新の滅菌消毒情報などにアンテナを張り、常
に情報を仕入れることが必要です。
　学生当時は30人1クラスで2年間席順も変
わらず、隣の席の友達ととても仲良くなり毎日
登下校を一緒にしていました。電車の中でテス
ト勉強をしたりして、毎日楽しく登下校できた
おかげで2年間欠席することはありませんでし
た。今はその親友と同じ職場です。学生時代の
スケジュールは忙しかったですが、尊敬できる
先生方にも恵まれ、全て良い思い出です。大学
での学びや人との出会いは、私の核となり、今
でも歯科衛生士の仕事にやりがいを持ち続け
られる理由です。

山田 裕子 さん

短期大学部
歯科衛生学科 2005年度卒

YAMADA  Yuko
青木 浩司 さん
保健医療福祉学部 看護学科 2009年度卒

AOKI  Koji

古澤　光 さん

保健医療福祉学部
社会福祉学科 2007年度卒

FURUSAWA  Akira

大学卒業後、実習先に就職。歯
科衛生士としての基礎を学ん
だ後は審美歯科へ。2012年よ
り地元で障害者歯科に従事。私
生活ではわんぱく2児の母。

Profile

・公立大学法人埼玉県立大学理事長／慶應義
塾大学名誉教授
・現在の主な公職：社会保障審議会会長（介護給
付費分科会長・福祉部会長）、医療介護総合確
保促進会議座長、協会けんぽ運営委員長

Profile

「歯科衛生士という幹を育てて、

 卒業生の活躍

現在の仕事内容
● 障害者歯科診療補助　● 歯科予防処置
● 歯科保健指導　● 事務（在庫管理を含む予算、決算） など

勤務先

　 　 　

川越市ふれあい歯科診療所

現在の仕事内容
● 地域住民と協働しての仕事おこし
● 福祉施設の立ち上げ　など　

勤務先

　 　 　

特定非営利活動法人ワーカーズコープ

　私の仕事は、住民が自分の暮らす地域に必要
な仕事を創ることに、協働して共に取り組むこ
とです。
　私はこの10年、東日本大震災で大きな被害
を受けた岩手県沿岸部の市町村での仕事おこし
に関わってきました。中でも、一番深く関わって
きたのは大槌町です。人口約10,000人の町
で、震災で人口の約1割の方が亡くなるという
大きな被害のあった町です。初めは私たちの活
動に興味を持ってくれた町民と一緒に町内の
ニーズ調査や資源探しを行いました。
　いろんなアイデアが出ましたが、現在の活動
につながったのは一緒に働く仲間の困りごとで
した。発達障害のある小学生を育てていて、
「大人数の学童だと馴染めないけれど、他に預

ける場所もない」。その声から、共生型福祉施設
（学童保育、高齢者デイサービスなど）の立ち上
げにつながりました。現在は、地域の居場所づく
りを住民ボランティアの皆さんと創ることに挑
戦しています。
　何もないところから事業を創っていくという
ことは、知識も経験も足りず、つまずいてばかり
です。しかし、その過程で関わる一人ひとりがい
ろんな場面で『主人公』になる瞬間があり、それ
を見ることが仕事のやりがいとなっています。
　大学時代、ちゃんと勉強した記憶はありませ
んが、個性的な先生達から学んだ「福祉の心」を
福祉の世界の中だけじゃなく、社会のいろんな
所で広げていくことに少しでも貢献したいなと
考えています。

大学卒業後にワーカーズコープに
就職。山口県に2年、愛媛県に2年
を経て、東日本大震災後、岩手県に
異動し、現在10年目。妻と子1人の
3人家族。最近の楽しみは、自ら創っ
た草野球チームで野球をすること。

Profile

「やりがいは、一人ひとりがいろんな場面で

　コンサルタントという仕事に就いて6年目が
間もなく終わる今の率直な感想です。私のこれ
までの人生は、自信をもって「先の見えない道
を進んでいる」と言えます。高校卒業後に４年間
のブランクがあり、その間の様々な経験から国
際保健に興味を持ちました。そして埼玉県立大
学に入学した当初から、「国際保健に関心があ
ります！！」と主張し続けましたが、具体的なプラ
ンは皆無でした。それでも、決して見捨てられる
ことなく、様々な提案を、後押しを、時にはダメ
出しをしてもらったことで、今の自分がいるの
だと思っています。
　大学卒業後、国立病院で勤務する中で、「保健
課題は保健の知識だけでは解決できないこと」
と「今の自分の武器では国際保健に立ち向かえ
ないこと」を強く感じ、大学院（修士課程）で公
衆衛生学を学ぶことを決めました。社会学、経

済学、マネジメント学等を学び、多面的に人の健
康を観る重要性に気が付き、それが現在の職の
原動力となっています。「それでも足りない。自
分の尖った武器が欲しい」という気持ちから、
さらに大学院（博士課程）に進学し、誰にも負け
ない武器を磨くために精進しています。
　現在はウズベキスタンで複数の案件に関わっ
ています。日本と他国では医療状況も文化・信
念も異なり、一律的な考えでは人々の健康に貢
献できません。常にアンテナを幅広くし、これか
らも「健康とは何か？」という命題に取り組んで
いきたいと考えています。

大学卒業後に国立病院で勤務した後、大学院（修士
課程）に進学・修了。現在は開発コンサルタントとし
て国際的な仕事に取り組みながら、大学院（博士課
程）に進学し研究を行っている。

Profile

「世界はなんて広く、なんて面白いんだ！！」

田中　滋
たなか しげる

理事長
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卒業生こそ大学の宝理事長コラム

現在の仕事内容
● ウズベキスタン国医療サービス強化事業準備調査 （保健計画）
● ウズベキスタン国非感染性疾患予防対策 プロジェクト（NCD対策）　など　

勤務先

　 　 　

株式会社国際テクノ・センター

『主人公』になる瞬間を見られること」

幹が育った後は色々な分野の枝を伸ばしていく」
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せんげん台・越谷新発見／再発見
地元が詰まった『ガーヤちゃんの町自慢』弁当

埼玉県立大学と地域社会

理学療法学科/理学療法学科長
２０００年に着任。専門は生活環境支援
理学療法・義肢装具学。

原 和彦 教授
社会福祉子ども学科/
学長補佐・高等教育開発センター長
１９９９年に着任。専門は障害者福祉・職
業リハビリテーション・就労支援。

朝日 雅也 教授
看護学科/副学長・学部長
1999年に着任。専門は母性看護学・
助産学。

鈴木 幸子 教授

▲ 本学での教員生活の思い出

朝日　6,500名を超える埼玉県立大学卒業
生・修了生の皆さん！教員生活が長い私たち3
人からメッセージを送ります。
　まず、卒業生の顔を思い浮かべた時に、先生
方はどんなことを思い出しますか。
鈴木　私は、開学当初の「健康と生活」という
科目で、PBLチュートリアルという学生主体の
学習方法をやってみようと、もの凄く一生懸命
やったことを思い出します。
　学科を混ぜてグループワークをさせたので
すが、教員も初めてで、どう進めて良いか戸惑
いながら、まだ手法が浸透していない時代に、
本当に苦労して創りあげました。
　あと、実習指導に行くと、看護部長さんが県
大生は優秀だと言ってくださるので、教員冥利
に尽きるというか、埼玉県立大学で働いてきて
よかったなと思う瞬間です。
朝日　卒業生の活躍は、かつての「連携と統合
の教育」、現在の「IPE活動」の賜物ではない
かと思いますが、いかがですか。
原　そうですね。本学では2006年からIP演
習（現：IPW実習）が必修化されています。学
生自身が色々な職種の方に現場でインタビュー
し、それぞれの専門性を生かして、どのような
ケアをするのかを実践的に考える。このような

実習は、当時、他大学にはなく、教育環境を創
るにあたっては、地域の病院や施設の方に大
いに参画していただいて、今があります。
　IP演習では、学生がそれぞれ専門的な意見
をぶつけあい、利用者のために連携していく。
そのような形が自然にできあがったことに、非
常に感心したことを思い出します。
　授業では、私の実技試験が難しく、何回も落
とされる学生もいたのですが、それが今では現
場を引っ張るリーダー、実践力ある専門職とし
て育ち、さらに本学の教育にも協力してくれる
など、とても良い関係が築けています。
朝日　私も全学生の必修科目である「ヒューマ
ンケア論」を担当してきたので、学生とのつな
がりをとても強く感じています。一方、学習活
動だけでなく、サークル活動や清透祭などにつ
いても思い出深く、開学後間もなくできたサー
クルの中にも、今なお活発に活動している団体
もたくさんあります。
　今年度の清透祭はコロナウイルスの影響で
オンライン開催になりましたが、伝統はずっと
受け継がれており、花火の光景を思い浮かべ
る方も多いのではないでしょうか。
　また、卒業生同士、あるいは在学生と卒業生
が一緒に活動し、勉強しあう機会もたくさん見
受けられます。アドバイザー制度、学年間の交
流が、学科専攻だけではなく、学年やあるいは

　２０２１年秋、越谷市千間台にあるイオンスタイルせんげん台のお弁当売り場に人
だかりができていました。お客さんのお目当ては『ガーヤちゃんの町自慢』をコン
セプトとしたお弁当。一時はお弁当作りが間に合わないほどの売れ行きでした。
　このお弁当は、本学とイオンスタイルせんげん台のコラボ企画として、「民俗
学」を担当する浅川准教授（共通教育科）と看護学科の学生２名が参画・提案し、
完成させたものです。せんげん台・越谷地域の文化や歴史をお弁当に生かすとい
うコンセプトから、宮内庁埼玉鴨場にちなんだ「鴨」と地元特産として名高い「越
谷ねぎ」を使った炊き込みご飯や2種類のコロッケが入った彩り豊かなお弁当が
完成しました。「越谷の民俗や特産物からお弁当を考えていくのがとても面白く
勉強になった（学生）」と学生にとっても、有意義な企画となりました。
　このように本学は様々な企業と産学連携の取組みを行っています。皆さまの身
近なところにも本学が関わっている商品や研究があるかもしれません。ぜひ探し
てみてください。

一般の方向け公開講座
夏休みこども講座『身近なものからDNAを取り出そう！』開催レポート

　本学では一般の方が受講できる公開講座を開講しています。保健・医療・福祉分野を中心に、
子ども向けから高齢者向けの講座まで、対象別に幅広いラインナップを揃えています。その中から、
２０２１年夏に行われた夏休みこども講座『身近なものからＤＮＡを取り出そう!』（講師：白土准
教授（検査技術科学専攻））をご紹介します。
　ＤＮＡは直径５億分の１メートルと、とても目に見えるものでは無く、あまり馴染みがないかもし
れません。しかし実は身近な物質から簡単に取り出し、観察することができます。今回はオンライン
での開催で、子どもたち自らがブロッコリーや無水エタノール等を準備し、画面越しの説明を受け
ながら実験を行いました。途中、少し難しい手順もあったようですが、全員がＤＮＡの観察に成功、
最後は歓声が上がりました。「自分のＤＮＡのことも知りたくなった」とのコメン
トもあり、子どもたちの好奇心をくすぐる、楽しい時間となったようです。
　これはほんの一例で、他にも多種多様な講座を開講しています。まだ参加し
たことの無い方は、ぜひ一度、参加してみませんか？楽しい時間や新しい発見
が待ち受けているはずです。 ▲観察したDNA

▲お弁当
　※現在は販売されていません

▲試作中の学生と浅川准教授

在学、卒業の枠を超えて交流していくのも埼玉
県立大学ならではの特徴ではないかと強く感
じています。

▲

卒業生・修了生の皆さまへのメッセージ

朝日　では、卒業生・修了生の皆さんへのメッ
セージをお願いします。
原　卒業生の皆さん、一人であまり頑張りすぎ
ず、我々を頼ってください。ぜひ大学に帰って
きて、顔を見せてください。「帰ってきました」
と一言声を掛けてください。
鈴木　卒業生は大学の宝物です。でも、いつも
キラキラ光って輝いている時ばかりではなく、
調子の悪い時もあります。細く長くで良いから
働き続けて欲しいと思います。くたびれた時、
それから新しいことにチャレンジしたい時、大
学をぜひ頼って欲しいと思います。またお会い
しましょう。
朝日　私たちは色々な意味で卒業生とつな
がっていたいと思っています。そのために、大
学のホームカミングデーや、卒業生現況調査な
どを通して、皆さんのニーズや現状について聞
かせていただく機会を増やしていきたいと考
えています。大学の思い出を浮かべていただ
いて、これからもぜひ大学との付き合いを長く
大切にしていただければと思います。

▲他の講座は
こちらをチェック!!

ベテラン教員から

卒業生・修了生の皆さまへのメッセージ

DNA

今回お話を

伺った

先生方

自治体や諸団体と協定を結び、様々な取組みを行っています

　本学のモットー「人とつながる 人を育てる」は皆さんご存じと思いますが、本学では「地域とつなが
る 地域を育てる」取組みも進めています。
　保健・医療・福祉の知の拠点として、地域社会や自治体等が抱える諸課題の解決や心豊かな発
展につながる貢献を目指し、越谷市をはじめとして県内６市、県外1市と協定を結んでいます
（2022年3月現在）。
　協定の内容は様々ですが、2021年5月に包括的な連携協定を締結した吉川市ともすでに、子
育てや保育事業への支援の取組みが始まるなど、着実に協定が実を結んでいます。
　こうした協定は地域・自治体のメリットはもちろんですが、大学にも「実践を通じた人材育成」
「教育・研究活動へのフィードバック」など大きなメリットがあります。さらに、地域での活動は、地
域の皆さんが大学を知り、大学を理解し、大学を応援することにもつながっていきます。▲吉川市との包括協定（2021年）

※ガーヤちゃん：鴨とねぎにちなんだ越谷市のPRキャラクター

卒業生・修了生の皆さま、くれぐれも健康に気を付けて、ますますの活躍を期待しています。
ぜひその姿を見せに、大学に遊びに来てください。大学
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現在の埼玉県立大学では、先輩方の思いをつなぐ学生たちが日々学習に励んでいます。これまでのような授業や実習の実施が難し
い状況下ですが、教職員と学生の様々な工夫や努力、協力により質の高い教育が提供されています。
コロナ禍により導入されたオンライン授業や最新機器による技術の習得など、困難な状況下でも県大生はたくましく学んでいます。
未来を担う県大生の活躍を楽しみにしていてください。

新型コロナウイルス感染症の影響で2020年度はサークルの活動ができませんでしたが、
2021年度は少しずつ活動を再開しています。

▲学内で行われた対面授業 ▲感染対策をして実習を行う様子

▲３Dプリンターを使用して自習する学生 ▲一席ずつ間隔を空けて配置された学生食堂

高等教育開発センター
副センター長　東 宏行 教授

　昨今の社会の変化に伴い、県大生の学生生活もここ２、３年のうちに大きく変わってきました。困難もありま
すが、教職員・学生ともに歩みを止めることなく、未来の保健医療福祉を支えるために日々邁進しています。
　卒業生・修了生の皆さまは、忙しい日々の中、変わらずお元気にお過ごしでしょうか。様々な環境の中でご活
躍されていることでしょう。県大の先輩として、人生の先輩として、今後とも本学の教育活動ならびに県大の後
輩達の頑張りを温かく見守っていただけますと幸いです。また皆さまに笑顔でお会いできる日を楽しみにして
おります。

　アカペラサークルJoyです♪昨年度はコロナ禍で対面で
の活動が制限され、活動継続が厳しい日々が続いていま
したが、今年度はリモート形式で新人ライブと清透祭ライ
ブを行いました！今後は感染対策を徹底しつつ、少しずつ
対面での活動を再開していく予定です！

　我々サッカー部
は「魅力あるチーム

」をモットーに、練
習では全

員でお互いのプレ
ーを評価、アドバイ

スをして高めあっ
ています。

現在リーグ戦にも
参加しており、1試

合1試合勝利を目
指し最後ま

で諦めず戦ってい
ます。活動が再開

したばかりでうま
くいかない

ことも多いですが
、チーム一丸となり

頑張っています。

　サークル発表等の企画が清透祭実行委員会のホームページで公開されるとともに、当日はキャンパス
から録画及び生放送（YouTubeで公開）で企画が行われました。
　また、今年度は締めくくりの花火の打ち上げを再開し、大輪の輝きが夜空を彩りました。

新型コロナウイルス感染症の流行が予断を許さない状況を鑑み、「清透祭」については、昨年度に引き続きWEB
上でのオンライン開催として10月30日（土）・31日（日）に行われました。

実行委員会HPで
2022年8月末まで見逃し配信中

現在活動中のサークルについては、こちら
県大生の今
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サークル活動

清透祭

アカペラサークルJoy

サッカー部

県大生の今 県大生の今



博士（障害科学） ／理学療法士
2007年に埼玉県立大学に着任。理学療法学科
長や地域産学連携センター所長を歴任し、 
2021年から現職。

Profile
星　文彦
ほし ふみひこ

学長

　
私
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０
２
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活
動
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進
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す
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本
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門
職
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教
育（
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し
て
、人
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と
の
つ
な
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ま
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部

教
育
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大
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な
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１
年
度
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ら
学
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育
法
に
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た
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証
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プ
ロ
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Ｐ
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総
合
課
程
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現
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者
教
育
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連
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業
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し
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卒
業
生
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了
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の
皆
さ
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に
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学
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学
ん
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教
育
は
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で
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人
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関
係
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域
で
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助
け
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と
し
て
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思
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ま
す
。今
後
ま
す
ま
す
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職
場
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く
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躍
し
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最
後
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輩
の
た
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よ
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力
添
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た
だ
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す
よ
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修
学
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成
果
は
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さ
ん
の
活
躍
そ
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も
の
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す
。在
学
生
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業
生
及
び
修
了
生
の

活
躍
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見
聞
き
す
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よ
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標
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確
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す
る
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と
が
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き
ま
す
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ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
み
な
ら
ず
、

学
科
・
専
攻
及
び
専
修
で
の
教
員
・
在

学
生
・
卒
業
生
・
修
了
生
間
の
交
流
や

イ
ベ
ン
ト
、そ
し
て
今
回
発
刊
と
な
り

ま
す
広
報
紙
を
通
し
て
、わ
が
母
校
魂

「
Ｓ
Ｐ
Ｕ
連
携
と
絆
」を
さ
ら
に
太
く

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

SPU連携と絆 ～卒業生・修了生の皆さまへ～学長だより

STUDY’s POINT

研究は数多くの討議・失敗・障壁を乗り越えて実用化されます

HAMAGUCHI Toyohiro

2021年度入学式 保健所支援を行っています！

全学ホームカミングデーの開催結果 本学学生が活躍しています!!
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トピックス

濱口 豊太 教授 
作業療法学科／研究開発センター長
作業療法士

研究の知見を社会実装する
～上肢運動療法の
　　　　技術教育装置の開発～

特色ある
　　研究活動

　2021年4月2日、埼玉県立大学・大学院入学式を挙行し、保健医療福祉
学部428名・保健医療福祉学研究科30名の新入生が入学しました。参加
者を学生・教職員に限定の上、学科・専攻ごとに会場を分けるなど感染症
対策を徹底しての開催で、インターネットによる生配信も行いました。

　新型コロナウイルス感染症の拡大により業務がひっ迫した保健所業務を
支援するため、埼玉県からの要請により保健師・看護師資格を持つ教員
25名が延べ200回以上（2022年2月現在）に渡り、電話相談などの応
援活動を実施しています。
　支援を行った関教授（看護学科）は、思いもかけず目にした保健師として
懸命に働く卒業生の姿に「健康観察や不安への対応等、感染症対策に取り
組み続ける卒業生に感謝の気持ちでいっぱいです」とコメントしています。

　卒業生・修了生の皆さまと本学とをつなぐ「全学ホームカミングデー」。
例年はキャンパス内で開催しておりましたが、2020年度・2021年度は
特設サイトによる動画配信での公開となりました。皆さまご覧いただけまし
たでしょうか？
　大学事務職員（本学の卒業生!!）による学内紹介やキャリアセンターから
の就職情報等に加え、秋山教授（看護学科）による特別講座「幸せに人をケ
アするためのセルフ・コンパッション～自分への思いやり～」を行いました。
　“他人のために献身
的に尽くし、自身への
ケアに中々気を配れ
ない環境で働いてい
る方”に響くとても良
い研修だったと、大変
ご好評いただきまし
た。

　本学では毎年たくさんの学生が研究や地域活動の分野で栄誉ある賞を
受賞しています。ここではその一部を紹介します。学生の皆さんおめでとう
ございます!!

日本医療検査科学会
第53回大会 JACLaS Award 1 受賞

保健医療福祉学部
健康開発学科 検査技術科学専攻

神永 瞳 さん

各会場に中継配信
最初に派遣された先生方

（左から新村准教授、関教授、星野准教授）
応援活動の様子

（手前から飯岡教授、善生准教授）

専門リハビリテーション研究会
第20回学術大会 最優秀発表賞
保健医療福祉学研究科
博士前期課程 リハビリテーション学専修
千葉 弘樹 さん

本学における研究開発の取組み
　本学では研究推進委員会により、教員や研究
員の支援が計画され、実施されています。研究
活動には資金が要りますので、学内の研究費は
もとより、学外の競争的研究資金や受託研究を
得てそれぞれの研究活動が進められています。
とても頼もしいことに、学部生と大学院生、さら
に修了生たちが大学院研究員として本学に所属
し、教員とともに研究に参加して成果をあげら
れるようになってきました。

より良い教育のための研究
　研究は多様な目的と方法をもって進められま
すが、どのような領域でも優れたアイデアを社
会で実現できるように努められています。ここ
で1つの例をご紹介しましょう。
　リハビリテーション教育において学生は臨床
での実習で患者さんに直接触れるまで、運動麻
痺の腕にはどんな筋肉の緊張がみられていて、
関節を他動的に運動させるとどんな反応がみら
れるのかについて知ることはほとんどできませ
ん。また、ベテランの作業療法士が患者さんに徒
手的に運動療法をしているときに、どのくらい
の力で関節を動かしているのかを知ることはな
かなかできませんでした。
　そこで私たちは、2018年に「上肢運動学
習装置、特許第6425335号、開発コード

Samothrace：SAMO」を考案・開発しました。
　これは運動麻痺となった上肢を機械的に再現
したアームロボットで、上肢運動療法の手技を学
ぶための装置です。このロボットが表現する筋
緊張が高い患者の反応に合わせて人間が関節
を動かしたときの角度、角速度、モーメントなど
を計測して、上肢運動療法を可視化することが
できます。

社会実装に挑む
　SAMOは、患者の上肢関節運動をプログラム
されたアクチュエータ（駆動装置）で筋緊張の高
低を表現できるようにしてあり、関節運動角度
範囲と速度から運動学的特徴を解析し、ベテラ
ンの作業療法士が動かしたのか、学生が動かし
たのかを判別できます。1号機から4号機まで

開発が進み、埼玉県内の企業により製品化され
ました。そしてさらに教育実験が進み、臨地実
習に行く前の学生に上肢運動麻痺の測定と運
動療法を体験学習させることができる段階に
入ります。
　研究は社会に役立つアイデアを実現するため
にいくつもの討議「魔の川」を通過して実施さ
れ、たくさんの失敗と「死の川」と呼ばれる実用
化への障壁を乗り越えて社会に利用できるもの
だけが残って実用化されます。それでも直ぐに
新しい製品によって淘汰されていきます（ダー
ウィンの海）。これからも幾多の試練を突破し
て、本学のアイデアが社会に実装されていくこ
とでしょう。研究が教育に役立つように、皆さん
の身近にある課題の1つを解消できるように、
今このときも研究は進んでいます。

SAMO

講堂の様子

本学卒業生による学内紹介動画

特色ある研究活動 トピックス／学長だより



　本学が開学以来、全国に先駆けて取り組み、今や保健・医療・福祉系大学の教育プログラムのス
タンダードとも言えるIPE（専門職連携教育）。このIPEの実践がIPW（専門職連携実践）で、保健・
医療・福祉の現場で強く求められているものです。
　そこで本学では、学生への教育に留まらず、現場で働く方々を対象とした専門職連携を学ぶ講座
を開講しています。年々、内容の充実・強化を図り、2018年度からは、チームワークを学ぶ「多職種
連携基礎研修」と総合的な「IPW総合課程（全8回）」の２つの講座を展開し、2021年度には
「IPW総合課程」を学校教育法に基づく履修証明プログラムとしてグレードアップしました。
　更に、2022年度からは３つ目の講座として、専門職連携を成功に導くファシリテートスキルを学
ぶ「ファシリテータ研修」をスタートします。
　皆さん、専門職連携のスペシャリストを目
指して、スキルアップしてみませんか。

ご寄附のお願い

専門職連携を学ぶ講座のご案内 卒業生・修了生の皆さまへ
お知らせ

本学の活動にご理解をいただき、ご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

寄附の目的
 １ イベント案内・収支報告をさせていただきます。
 2 ご芳名をホームページに掲載させていただきます。
 3 ご芳名を銘板に刻み学内に掲示させていただきます。
 ※ご寄附の合計額が個人10万円以上、法人・団体50万円以上の方

 4 感謝状を贈呈させていただきます。
 ※１年間のご寄附の合計額が個人100万円以上、法人・団体300万円以上の方

寄附者の顕彰等

おいくらからでも結構です。
※金額の目安　【個人】5千円　【法人・団体】5万円

寄附金額

●例年、本学では同窓会との共催で、「全学ホームカミ
ングデー」等のイベントを開催しております。今後、
本紙でもご案内させていただく予定です。卒業生・
修了生の皆さまのご参加をお待ちしております。

●本学では、全卒業生・修了生の現況情報の把握に努
めています。住所や勤務先等に変更がありましたら、
現況調査フォームに入力をお願いいたします。

専門職連携を学ぶ
講座について
詳しくはこちら

住所や勤務先等の
変更登録はこちら

  １　インターネットによるお申込み
　二次元コードの読み込み、または（https://www.spu.ac.jp/donation/）にアクセス
　（クレジットカード決済、コンビニ支払い、ネットバンキング（Pay-easy）決済が可能です。）

  2　インターネット以外のお申込み方法
　事務局 財務担当までお問合わせください。 
　TEL 048-973-4110　
　E-mail zaimu@spu.ac.jp

お申込み・お支払い方法

インターネット
申込み

県立大学
イベント情報

寄附金は次の目的に活用させていただきます。
  １　教育及び研究の支援　 4　地域貢献の支援
  2　学生の支援 5　その他大学活動の支援
  3　国際交流の支援

企画編集・発行 2021年度埼玉県立大学広報紙編集チーム
お問合わせ先 埼玉県立大学 事務局 企画・情報担当
 〒343-8540 埼玉県越谷市三野宮820　
 TEL 048-973-4715　FAX 048-973-4807
 URL https://www.spu.ac.jp/

埼玉県立大学広報紙

Vol.1（2022年3月発行）
つなぐ～県大の輪～ 　広報紙をお読みになったご意見・ご感想や本学への

メッセージをお寄せください。
　今後の広報紙制作の参考にさせていただきます。

アンケートご協力のお願い

　広報紙タイトル「つなぐ～県大の輪～」は、学内
募集の結果、在学生の新井綾菜さん（理学療法学
科）、ほか教職員２名の案により決定しました。
　「埼玉県立大学と在学生・卒業生・修了生・教職
員・その他ご関係の皆さまとをつなぎ、人と人との
輪を大きく広げていく、親しみやすい広報紙になる
ように（新井さん）」との思いが込められています。

タイトルに込めた思い

税制上の優遇措置があります
この寄附は、住民の福祉の増進に寄与するものとして、税制上の
優遇措置があります。
（個人からのご寄附）
１ 所得税
寄附金額（総所得金額の40％が上限）から2,000円を差し
引いた額が当該年の課税所得から控除されます。

２ 住民税
寄附した翌年の1月1日現在、越谷市にお住まいの方は、寄
附金額（総所得金額の30％が上限）から2,000円を差し引
いた額の10％が、寄附した翌年の個人住民税から控除され
ます。

　 ※越谷市を除く埼玉県内にお住まいの方は4％の控除となります。

全額損金算入が可能です。
（法人・団体からのご寄附）


